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併
せ
て

「
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー

ル

」
の

　
　

《
ご
家
族
と
も
ど
も
ご
参
加
を
！

》

定
例
学
習
会
（
案
内
）

１
月
３
０
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

開
催
日
時

（
予
定

）

会
費
　
３
０
０
円

（
資
料
代
と
し
て

）

住
所
　
大
分
市
顕
徳
町
３

‐
２

‐
４
５

会
場
　
南
蛮
豊
後
交
流
館
・
研
修
室

趣
旨
　
中
世
・
豊
後
大
友
時
代
に
お
け
る
佐
伯
氏

令
和
三
年
度
「
会
費
」
の
納
入

　
　
　
ド
ラ
マ
化
へ
の
促
進
を
図
る

。

大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
佐
伯

　
本
年
度

（
令
和
二
年
度

）
も

、
収
支
状
況
が
厳

ま
で
に
来
年
度

「
令
和
三
年
度

（
三
年
四
月
一
日

し
い
状
況
で
す
の
で

、
で
き
る
方
は
三
月
三
一
日

　
な
お

、
法
人
会
員
の
方
に
は
来
年
度
会
費
の
請

い

。

～

四
年
三
月
三
一
日

」
会
費
を
納
入
し
て
く
だ
さ

３
月
　
６
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

２
月
１
３
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

理事長
４
月
　
３
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

演
題

『
大
神
姓
・
佐
伯
氏
に
つ
い
て

」

〇
基
調
講
演

　
　
　
　
　
誘
致
推
進
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
大
友
宗
麟

」

講
師
　
佐
藤
　
巧

（
佐
伯
史
談
会
会
長

）

　
　
　
を
祝
う

。

　
　
　
完
成

（
昨
年
１
０
月
３
１
日
オ
ー

プ
ン

）

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

求
書

（
本
年
度
と
同
額

）
を
同
封
し
ま
す
の
で

、

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
地
方
で
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
開
催

〇
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

原
川
二
郎

「
佐
伯
市
歌

」
「
大
友
宗
麟

」
「
男
の

〇
オ
ー

プ
ニ
ン
グ

「
歌
唱

」

入
場
料
　
無
料

　
　
　

（
佐
伯
市
大
手
町

）

会
場
　

「
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー

ル
・
大
ホ
ー

ル

」

日
時
　
３
月
１
３
日

（
土
曜

）
１
２
時
５
０
分
～

　
　
　
で
５
回
目
と
な
る

。

　
　
　
田
市

」
「
玖
珠
町

」
に
続
き

「
佐
伯
市

」

　
　
　
は

、

「
臼
杵
市

」
「
竹
田
市

」
「
豊
後
高

牧
　
達
夫
　
大
友
氏
顕
彰
会
理
事
長

３
０
分
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す

。

を

、
原
則
と
し
て
毎
月
・
第
一
土
曜
・
午
後
１
時

　
会
員
学
習
発
表
の
場
と
し
て

「
定
例
学
習
会

」

　
　
　
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
共
に
大
友
氏
の
大
河

　
　
　
の
存
在
と
活
躍
に
つ
い
て
顕
彰
し

、
内
外

　
　
　
　
　
港

」

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年 ） ２ 月 １ 日

参
加
し
て
く
だ
さ
い

。

※
事
前
の
連
絡
等
は
不
要
で
す
の
で

、
ご
自
由
に

　
　
　

《
お
願
い
！

》

編　  集 溝部幸祐

牧　達夫

お

お

と

も

大

友

氏

顕

彰

会

だ

よ

り
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の
フ
ォ
ー

ラ
ム
議
事
録
や

、
大
友
氏
顕
彰
会
会
員

併
せ

『
大
友
氏
の
風
景

（
八

）
』
を
出
版

。
昨
年

　
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
大
分
・
佐
伯
に

『
大
友
氏
の
風
景
（
八
）
』
を
出
版

行
　
先
　

「
佐
伯

」

参
加
費
　
７

、
０
０
０
円

（
当
日
徴
収

）

日
　
程
　
令
和
３
年
３
月
１
３
日

（
土
曜

）

　
　
　
　
大
分
駅
東

「
貸
切
バ
ス
乗
場

」
に
集
合

集
　
合
　
参
加
者
は
午
前
８
時
２
０
分
ま
で
に

、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
７

‐
５
４
４

‐
２
２
８
３

　
　
　
　
　
誘
致
推
進
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
大
友
宗
麟

」

牧
　
達
夫
　
大
友
氏
顕
彰
会
理
事
長

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
大
友
宗
麟

」

若
杉
　
孝
宏
　
大
友
氏
顕
彰
会
副
理
事
長

日
帰
バ
ス
ツ
ア
ー

を

、
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す

。

併
せ

、
大
友
氏
ゆ
か
り
の
地

「
佐
伯

」
を
訪
ね
る

（
一

）
～

（
三

）
」
は
ま
と
め
て

『
大
友
氏
の
風

し
て
い
ま
す

。

申
込
期
限
　
参
加
希
望
者
は

、
２
月
２
５
日
ま
で

国
木
田
独
歩
館
～

（
昼
食
・
さ
く
ら
亭

）
～

大
友

行
　
程
　
大
分
駅
～

佐
伯
市
歴
史
資
料
館
～

佐
伯

出
発
時
間
　
午
前
８
時
３
０
分

（
出
発

）

　
　
　
　
　
ｐ
ｌ
ａ
ｌ
ａ
．
ｏ
ｒ
．
ｊ
ｐ

　
メ
ー

ル
：
ｍ
ｉ
ｚ
ｏ
ｂ
ｅ
８
８
＠
ｐ
ｌ
ｕ
ｍ
．

溝
部
 

幸
祐
　
大
友
氏
顕
彰
会
・
事
務
局
長

申
込
先

　
　
　
　
　
に
申
込
先
へ
申
込
み
願
い
ま
す

。

ホ
ー

ル

）
に
参
加
～

大
分
駅

氏
顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
佐
伯
・
さ
い
き
城
山
桜

　
携
帯
：
０
９
０

‐
５
４
８
５

‐
５
１
５
７

　
本
の
販
売
額
は
５
０
０
円

（
送
料
を
含
む

）
で

掲
載

。

佐
藤
　
　
巧
　
佐
伯
史
談
会
会
長

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

し
て
い
ま
す

。

パ
ネ
リ
ス
ト

テ
ー

マ

『
大
友
氏
と
佐
伯
氏
に
つ
い
て

」

の
調
査
・
研
究
成
果
等
を

、
２
１
５
頁
に
わ
た
り

〇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年 ） ２ 月 １ 日

　
　
　
　
　
誘
致
推
進
協
議
会
事
務
局
長

　
な
お

、
完
売
し
て
い
る

、

『
大
友
氏
の
風
景

日
帰
バ
ス
ツ
ア
ー

（
案
内

）

「
宇
目
神
楽
保
存
会

」
の
皆
さ
ん

景

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版

）
』
と
し
て
販
売

（
１
０
０
０
円

）

　
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム
Ｉ
ｎ
佐
伯
の
開
催
に

　
　
　
　
　
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　

「
佐
伯
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
早
春
の
旅

」

（
四

）
～

（
七

）
』
も
併
せ
販
売

（
５
０
０
円

）

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

。

す

。
こ
れ
は
印
刷
費
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

〇
神
楽

甲
斐
　
玄
洋
　
佐
伯
歴
史
資
料
館
学
芸
員

　
ま
た

、
売
れ
残

っ
て
い
る

、

『
大
友
氏
の
風
景
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０
月
２
５
日
・
大
分
銀
行
赤
レ
ン
ガ
館
２
階
大
ホ

化
を
目
指
す
こ
と

」
で

、
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と

向
け
て
の
結
集
の
場
と
し
て
開
催

。

き
る
の
で

、
大
友
氏
の
顕
彰
・
大
河
ド
ラ
マ
化
に

歌
③
大
友
宗
麟
３
曲
を
熱
唱
し
た

。

に
制
限
す
る
な
ど
難
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
た
が

、

予
定
ど
お
り
２
０
０
人
の
市
民
の
出
席
を
い
た
だ

い
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
曲
　
平
田
隆
夫

　
　
大
友
宗
麟
　
　
作
詞
　
乃
村
栄
一

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年 ） ２ 月 １ 日

化
ホ
ー

ル

（
４
０
０
人
参
加

）
➃
平
成
２
６
年
１

９
日
・
臼
杵
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル

（
２
５
０
人
参

➁
大
友
宗
麟

そ
う
り
ん

を
中
心
と
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

に
わ
た

っ
て
統
治
し
た
大
友
氏
を
顕
彰
す
る
こ
と

　
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
目
的
は

「
①
豊
後
を
四
〇
〇
年

ー

ル
大
分
３
階
大
会
議
室

（
４
３
０
人
参
加

）
⑦

加

）
⑥
平
成
２
７
年
１
０
月
２
４
日
・
ホ
ル
ト
ホ

　
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
昨
年
ま
で
１
３
回

城
山
桜
ホ
ー

ル
で
開
催
す
る
予
定

。

ト
レ
ア
の
間

（
３
０
０
人
参
加

）
⑬
令
和
元
年
１

平
成
３
１
年
１
月
２
６
日
・
ト
キ
ハ
会
館
５
Ｆ
カ

り

、
ト
キ
ハ
会
館
５
Ｆ
ロ
ー

ズ
の
間
で

、
大
分
市

人
参
加

）
⑩
平
成
２
９
年
１
０
月
２
２
日
・
大
分

月
１
９
日
・
豊
後
高
田
市
中
央
公
民
館

（
２
５
０

会
議
室

（
３
０
０
人
参
加

）
⑨
平
成
２
８
年
１
１

　
　
　
　
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
大
分

》
（
報
告

）

《
大
友
氏
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
推
進

珠
町
わ
ら
べ
の
館
大
座
敷

（
１
５
０
人
参
加

）
⑫

０
人
参
加

）
⑪
平
成
２
９
年
１
１
月
１
８
日
・
玖

市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
３
階
多
目
的
ホ
ー

ル

（
２
０

密
に
な
ら
な
い
よ
う
定
員
４
０
０
人
を
２
０
０
人

北
島
俊
一

）
さ
ん
が
①
大
分
県
行
進
曲
②
大
分
市

　
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
冒
頭
に

、
原
川
二
郎

（
本
名
・

◎
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
歌
唱

佐
伯
市
で
は
⑮
令
和
３
年
３
月
１
３
日
・
さ
い
き

１
２
月
１
日
・
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
１
階
文

階
大
ホ
ー

ル

（
２
７
０
人
参
加

）
③
平
成
２
５
年

４
年
１
１
月
２
４
日
・
大
分
商
工
会
議
所
ビ
ル
６

化
会
館
小
ホ
ー

ル

（
１
０
０
人
参
加

）
➁
平
成
２

開
催

「
①
平
成
２
３
年
９
月
１
８
日
・
大
分
市
文

２
５
人
参
加

）
」
し
て
い
る

。

で
は
⑭
令
和
２
年
１
０
月
２
４
日
・
ト
キ
ハ
会
館

０
月
６
日
・
ト
キ
ハ
会
館
５
Ｆ
ロ
ー

ズ
の
間

（
２

大
友
氏
顕
彰
フ

ォ
ー
ラ
ム

（
報
告

）

５
Ｆ
ロ
ー

ズ
の
間

（
２
０
０
人
参
加

）
で
開
催

。

　
本
年
度

「
令
和
２
年

（
２
０
２
０

）
」
は
大
分

市
と
佐
伯
市
で
２
回
開
催
す
る
予
定
で

、
大
分
市

　
令
和
２
年
１
０
月
２
４
日

（
土
曜

）
十
三
時
よ

　
　
今
宵
の
出
陣
　
剣
の
舞

一
　
天
に
貫

　
つ
ら
ぬ
　く

　
こ
の
誠

　
ま
こ
と

に
よ

っ
て
観
光
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で

と
し
て
マ
ス
ク
着
用
・
検
温
・
除
菌
を
実
施
し

、

　
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

で
１
０
回
目
と
な
る

「
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム

ｉ
ｎ
大
分

」
を
開
催
し
た

。

ー

ル

（
２
５
０
人
参
加

）
⑤
平
成
２
６
年
１
１
月

年
１
０
月
１
６
日
・
ホ
ル
ト
ホ
ー

ル
大
分
３
階
大

福
祉
セ
ン
タ
ー

（
２
０
０
人
参
加

）
⑧
平
成
２
８

平
成
２
７
年
１
１
月
１
４
日
・
竹
田
市
総
合
社
会
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一
緒
に
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。
参
加
費
用

現
さ
せ
た
い

。

マ
ス
ク
着
用
や
検
温
・
除
菌
を
実
施
す
る
等
し
て

　
　
遺
徳
を
偲
ぶ
　
臼
杵
城

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

　
　
文
明
開
化
の
　
さ
き
が
け
ぞ

　
　
　
　
　
誘
致
推
進
協
議
会
会
長

二
　
天
に
捧さ

さ

ぐ
る
　
こ
の
生
命

い
の
ち

　
　
戦
国

せ
ん
ご
く

ロ
マ
ン
の
胎
動

た
い
ど
う

は

　
　
大
義
に
生
き
る
　
武
士
な
ら
ば

◎
来
賓
あ
い
さ
つ

活
動
の
集
大
成
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
実

大
友
氏
の
歴
史
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
が

、
そ
の

　
こ
れ
ま
で

、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
末
期
ま
で

、

る
小
田
原
・
鎌
倉
へ
研
修
旅
行
と
し
て
皆
さ
ん
と

　
ま
た

、
来
年
度
は
豊
後
大
友
氏
の
ル
ー

ツ
で
あ

開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。

令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年 ） ２ 月 １ 日

　
　
何
を
語
ら
ん
　
花
の
宴

し
た
い
と
思
い
ま
し
て

、
定
員
を
半
分
に
し
た
り

が

、
何
と
し
て
も

「
顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム

」
を
開
催

　
　
語
り
継
が
れ
ん
　
鶴
賀
城

　
　
拓ひ

ら

く
歴
史
の
　
舞
扇

　
　
月
煌
々

こ
う
こ
う

の
　
戸
次

へ
つ
ぎ

川

　
　
燃
え
る
紅
蓮

ぐ
れ
ん

の
　
時
代

と
　
き

を
超
え

　
　
夢
に
嵐
の
　
渦う

ず

が
巻
く

三
　
天
に
悟さ

る

る
か
　
こ
の
魂

　
こ
こ
ろ

顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム

」
が
大
分
市
で
開
催
で
き
ま
し

い
る
中

、
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が
ら

「
大
友
氏

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な

っ
て

〇
佐
藤
樹
一
郎
　
大
分
市
長

し
ま
す

。

　
　
万
雷

ば
ん
ら
い
と
ど
ろ

轟
く
　
勝
利
の

と
　
き

歓
声

こ
　
え

　
　
南
蛮
文
化
の
　
星
光
る

　
　
嗚
呼

あ
　
あ

栄
光
の
　
高
崎
城

　
　
民
の
安
ら
ぎ
　
創つ

く

ら
ん
と

時
３
０
分
ま
で
長
い
で
す
が

、
よ
ろ
し
く
お
願
い

シ

ョ
ン

」
を
メ
イ
ン
に
し
て
お
り
ま
し
て

、
１
６

　
今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は

「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ

お
い
て
く
だ
さ
い

。

が
た
く
さ
ん
か
か
り
ま
す
の
で

、
今
か
ら
貯
め
て

　
大
友
氏
館
跡
の

「
庭
園

」
が
復
元
で
き
ま
し
て

た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

。

　
　
　
　

【
挨
拶
す
る
牧
達
夫
理
事
長

】

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
大
友
宗
麟

」

　
　
　
　
牧
　
達
夫
　
大
友
氏
顕
彰
会
理
事
長

◎
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
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前
会
長

「
鷲
見
元
吾

」
氏

（
死
去

）
の
後
を
継

て

、
菅
原
文
太
さ
ん
に
斬
ら
れ
る
役
を
や
り
ま
し

　
　
　

【
佐
藤
樹
一
郎
・
大
分
市
長

】

令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年 ） ２ 月 １ 日Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

　
大
友
氏
顕
彰
会
の
活
発
な
活
動
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

た
い

。

目
指
し
て
い
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き

す

。
ま
た

「
大
友
氏
館

」
は
２
０
３
０
年
復
元
を

　
ま
た

、
昨
年

（
令
和
元
年

）
１
１
月
２
８
日
に

〇
秋
吉
貢
次
　
神
奈
川
大
分
県
人
会
会
長

た

。
大
友
宗
麟
が
大
河
ド
ラ
マ
に
な

っ
た
ら
ぜ
ひ

　
　

【
麻
生
栄
作
　
大
分
県
議
会
議
長

】

え
ら
れ
た

「
豊
後
・
大
分

」
に
呼
ば
れ
て
光
栄
で

い
だ
ば
か
り
で
す
が

、
黄
金
の
国
ジ
パ
ン
グ
と
称

す

。
『
独
眼
竜
政
宗

』
に
出
演
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

　
私
が
２
０
代
の
と
き
に

、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

出
演
し
た
い

。

　

【
秋
吉
貢
次
・
神
奈
川
大
分
県
人
会
会
長

】

Ｋ
へ
要
請
活
動
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す

。

事
と
会
い

、
本
年
度

（
令
和
２
年
度

）
内
に
Ｎ
Ｈ

請
し
ま
し
た

。
先
日

、
ま
た
牧
会
長
が
広
瀬
県
知

牧
会
長
と
一
緒
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
大
河
ド
ラ
マ
化
を
要

〇
麻
生
栄
作
　
大
分
県
議
会
議
長

い
ま
す

。

ド
ラ
マ
化
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

た

。

　
本
年

（
令
和
２
年

）
２
月
２
５
日
に

「
宗
麟
の

県
議
会
議
員
と
し
て
も
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

教
授
と
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

が
牧
達
夫
会
長
で

、

し
た

。
講
演
者
は
鹿
毛
敏
夫
名
古
屋
大
学
院
大
学

続
き
市
民
に
愛
さ
れ
る
庭
園
に
し
た
い
と
思
い
ま

ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
も
好
評
を
得
ま
し
た
の
で

、
引
き

会
議
員

（
３
９
議
員
出
席

）
へ
の
講
演
が
あ
り
ま

大
河
ド
ラ
マ
実
現
に
向
け
て

」
と
題
し
て

、
県
議
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階
に
寝
て
い
る
塩
市
丸
と
側
室
を
殺
害

、
義
鑑
に

　
　
大
友
　
義
鎮
　
／
　
釘
宮
　
裕
志

佐
井
氏
を
討
た
せ
た

。
こ
れ
を
知

っ
た
田
口
・
津

つ
と

、
怒

っ
た
義
鑑
は
家
臣
に
命
じ
て
斎
藤
・
小

し
た

。
４
人
は
義
鑑
の
意
向
に
反
対
し
て
座
を
立

後
の
統
治
指
針
と
な
る

「
条
々

じ
ょ
う
じ
ょ
う

」
の
遺
言
を
書
い

も
傷
を
負
わ
せ
た

。
義
鑑
は
２
日
後

、
義
鎮
に
今

に
生
を
受
け

、
そ
れ
か
ら
２
０
年
後
の
１
５
５
０

が
家
臣
の
斎
藤
播
磨
守

、
小
佐
井
大
和
守

、
津
久

　
そ
の
際

、
討
伐
軍
と
館
に
残
る
重
臣
の
振
り
分

菊
池
義
武

よ
し
た
け

の
征
伐
を
命
じ
る

。

そ
の
背
後
で
糸
を
引
く
肥
後
の
菊
池
義
武
も
視
野

義
鎮
／
こ
の
度
の
討
伐
は
入
田
親
誠
の
み
な
ら
ず

け
に
つ
い
て
義
鎮
は
重
臣
ら
に
意
見
を
聴
く

。

討
伐
と

、
そ
の
背
後
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
肥
後
の

〇
大
友
義
鎮

よ
し
し
げ

は
家
臣
に

、
逃
亡
し
た
入
田
親
誠
の

　
　
小
原
　
鑑
元
　
／
　
足
立
　
義
弘

　
　
斎
藤
左
馬
之
助
／
　
工
藤
　
大
輝

　
　
吉
岡
　
長
増
　
／
　
平
岩
禎
一
郎

　
そ
の
日
の
義
鎮
は
別
府
で
湯
治
中
で
あ

っ
た
が

、

て
没
す
る

。

◎
宗
麟
公
家
督
相
続

（
１
５
５
０

）

　
　
　
　
四
七
〇
周
年
ス
テ
ー

ジ
出
演
寸
劇

〇
佐
藤
巧
　
佐
伯
史
談
会
会
長

ま
す
が

、
佐
伯
も
変
わ
り
ま
し
た
の
で

、
ぜ
ひ
と

佐
伯
氏
は
一
時
期

、
大
友
氏
と
敵
対
関
係
も
あ
り

も
佐
伯
に
来
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

。

顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム

」
が
佐
伯
で
開
催
さ
れ
ま
す

。

　
来
年

（
令
和
３
年

）
３
月
１
３
日
に

「
大
友
氏

【
配
　
役

】

　
　
志
賀
　
親
守
　
／
　
藤
田
　
賢
治

　
　
臼
杵
　
鑑
速
　
／
　
林
　
壯
一
朗

　
　
田
北
　
鑑
生
　
／
　
若
杉
　
孝
宏

　
　
戸
次
　
鑑
連
　
／
　
山
本
　
輝
彦

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年 ） ２ 月 １ 日

　
こ
の

「
二
階
崩
れ
の
変

」
は

、
２
０
代
・
義
鑑

よ
し
あ
き

〇
宗
麟
公
は
１
５
３
０
年

、
豊
後
府
内
の
大
友
館

　
　
一
万
田
鑑
相
　
／
　
北
島
　
俊
一

２
１
代
と
し
て
家
督
相
続
し
た

。

年
２
月

、

「
二
階
崩
れ
の
変

」
に
よ

っ
て
大
友
家

　
義
鑑
の
側
室
と
塩
市
丸
を
家
督
に
就
け
よ
う
と

２
１
代
の
家
督
を
嗣
い
だ

。

事
件
を
鎮
定
し

、
義
鎮
は
家
臣
の
承
認
を
得
て

、

佐
伯
惟
教

こ
れ
の
り

の
急
報
を
受
け
る
と
府
内
に
立
ち
帰
り

　
　
吉
岡
　
妙
林
　
／
　
木
下
　
和
子

入
田
親
誠

に
ゅ
う
た
ち
か
ざ
ね

は
府
内
か
ら
逃
亡
し
て
い
た

。

画
策
し
た
義
鎮
の
守
役
で
あ

っ
た
事
件
の
首
謀
者

久
見
氏
は
身
の
危
険
か
ら
逆
に
館
に
侵
入
し

、
二

　
　

【
佐
藤
巧
　
佐
伯
史
談
会
会
長

】

子
で
あ
る
塩
市
丸

し
お
い
ち
ま
る

に
家
督
を
継
が
せ
た
い
と
宣
言

嫡
男
の
義よ

し
し
げ鎮

（
の
ち
宗
麟

）
を
廃
嫡
し

、
側
室
の

見
実
作
守

、
田
口
蔵
人
佐
ら
４
人
を
呼
び
出
し

、
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に
入
れ
て
お
る

。
そ
こ
を
思
案
し
て
討
伐
軍
と
留

【
宗
麟
公
家
督
相
続
ス
テ
ー

ジ
寸
劇
の
風
景

】

守
居
組
の
人
選
を
行
い
た
い

、
順
次
答
え
よ

。

鑑
連

、
副
将
に
志
賀
親
守
を
命
ず

。
こ
れ
が
余
の

杵
鑑
速
・
小
原
鑑
元
で
あ
る

。
総
大
将
に
は
戸
次

　

【
大
友
義
鎮

（
宗
麟

）
／
釘
宮
裕
志

】

下
知
で
あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
次
号
へ
続
く

）

に
は
戸
次
鑑
連

べ
っ
き
　
あ
き
つ
ら

・
志
賀
親
守
・
一
万
田
鑑
相
・
臼

・
吉
岡
長
増
・
臼
杵
鑑
続
・
雄
城
治
景

。
討
伐
軍

一
同
／
御
屋
形
様
の
ご
存
念
に
異
存
は
ご
ざ
い
ま
せ

余
の
存
念
を
伝
え
る

。
留
守
居
役
に
は
田
北
鑑
生

義
鎮
／
各
々
の
存
念

、
相
分
か

っ
た

。
そ
れ
で
は

述
べ
る

》

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年 ） ２ 月 １ 日

鑑
速

あ
き
す
み

・
小
原
鑑
元

あ
き
も
と

・
志
賀
親
守

ち
か
も
り

ら
が
順
次
意
見
を

《
田
北
鑑あ

き
な
り生い

・
吉
岡
長
増
・
一

な
が
ま
す

万　
　
　
　
あ
き
す
け

田
鑑
相
・
臼
杵

大
友
家
最
大
の
栄
華
を
誇
る
時
代
を
迎
え
た

。

と
門
司
や
博
多
の
争
奪
戦
を
制
し
た
宗
麟
公
は

、

　
そ
れ
か
ら
１
８
年
後
の
１
５
７
０
年

、
毛
利
軍

な

っ
た

。

り

、
３
２
歳
か
ら
大
友
宗
麟
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

っ
た
義
鎮
は
出
家
し
て

「
瑞
峯
院
宗
麟

」
と
名
乗

〇
そ
し
て
１
５
６
２
年

、
府
内
か
ら
臼
杵
城
に
移

を
統
治
す
る
大
大
名
と
な

っ
た

。

「
大
分
を
は
じ
め
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・
熊
本

」

５
９
年

、
九
州
探
題
職
と
九
州
六
カ
国

、
現
在
の

　
大
き
な
謀
反
事
件
を
乗
り
切

っ
た
義
鎮
は
１
５

を
征
伐
し
た

。

討
伐
を
成
し
遂
げ

、
そ
れ
か
ら
肥
後
の
菊
池
義
武

〇
こ
う
し
て
２
月
中
旬
か
ら
数
カ
月

、
入
田
親
誠

ぬ

。
一
同
一
致
団
結
し
て
下
知
に
従
い
ま
す
る

。


